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『北か ら来 た交易民一絹 と毛皮 とサ ンタン人一 』

榎森 進

いわゆ る 「山丹交易」 の研究 は、戦前 か ら行われ て きた が、その研究が急速 に

発 展 して きたのは、 ここ10数 年来の ことで ある。 それ には、幾つ かの要因が ある

が、 なか で も大 きな要因 と して、(1)H本 史研 究の 分野 にお いて 、各 時代 ともに

日本の歴 史像 をア ジア史全 体の 中に位 置づ けて理 解 しよ うとす る問題意識 が近年

とみに強 くな り、 こ うした研 究動向 と連動 しつつ 、 日本近 世史研究 の分野 にお い

て も、近世の 「鎖国」 を、従来の よ うに、対外関係 の窓 口を長崎一港 に限 定 し、

幕府 が長崎 におけ る中国船や オ ランダ船(オ ランダ東イ ン ド会社の商船)と の貿

易 を独 占す る体制 であ り、 そのため、以来 日本 は、 この 「鎖 国」 に よって 、長 崎

を介 した対外関係 を除き、他 の国 々 との関係 を一切断 ち切 るに至 った、 とい う理

解 か ら、長崎 のみ な らず 、薩摩藩を介 した琉球(琉 球 は清 朝の冊封 を受 け 、中国

とも朝 貢貿易 を してい る)、 対馬 藩を介 した朝鮮(朝 鮮は琉球 と同 じよ うに清 朝

の 冊封 を うけ 、中国 と朝貢貿 易を してい る)、 松前藩 を介 したアイヌ民族(サ ハ

リンのアイヌ民族 は大陸の諸 民族 と交易 を し、また、ア ムー ル川 流域 の諸民 族 は

清 朝 に朝貢 して い る)と の政治 ・経済関係 とい う 咽 っの 口」を介 した対外 関係

・対外交易の窓 口を有 してい たので あ り、 しか も、 こ うした対外関係 は 日本 型 華

夷秩序 を軸 と して編成 され ていた、 とい う新 たな解釈 がほぼ 定説 とな りつつ あ る

こ ともあって、従来研 究蓄積がそれ程多 くなかった北の 窓 口である松 前藩 とアイ

ヌ 民族 の関係 、 と りわけサハ リンのアイヌ民族 と大陸の諸 民族 との関係 の あ り方

に 対す る関心 が急速 に高 まって きた こ と。(2>近 年 、中国 で清朝 の東北 の諸 民族

支配 にかんす る史料 集で ある遼寧省襠案館 ・遼寧社 会科学院歴 史研 究所 ・瀋 陽故

宮博物院編 『三 姓副都 統衙 門満文襠案 訳編 』(遼 瀋 書社 、1984年)が 発刊 され た

こともあ って、東洋 史の分野 に於 いて、清朝 の辺民 制度 に関す る実 証的研 究 が 一

段 と進展 した こ と。(3)(1)～(2)の 研究成果 を積極的 に活 用 しつ つ 、アムー一一一一ル川 流
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域 に於 ける フィール ドワークを基 に した当該地域 の 諸民族 に関す る民族学 ・文化

人類 学の研 究 が一段 と進展 した こ と。 さらに、(4)北 海 道開拓 記念館 が、 この間

中国 ・ロシアの研 究機 関 ・博物館等 との学術 交流 を積 極的 に行 い、その結果 、 目

本 ・中国 ・ロシア ・の研 究者の交流が飛躍 的に発 展 し、その研究成果 をr中 間報

告」 とい う形 で相 次い で活字 に してきた こ ともあ って、(1)～(3)の 研 究成 果 を積

極 的 に活用 しなが ら、 日本の各地で 多 くの 「山丹交 易品」 が発見 され るに至った

こ と。等の諸 点 を挙 げることができ る。

本書(日 本 放 送 出版 協会 、1996年6月)は 、文化 人類 学 を専門 とす る著者 が、

これ までの著者 の研 究成果であ る 「ア ムール川 下流域 諸民族 の祉会 ・文化 にお け

る清 朝支配 の影 響 につ いて」(『国立民族 学博 物館研 究報告』14-3、1989年)、 レ

ニ ングラー ドの人類学 民族 学博物館所蔵 の満州 文書 」(畑 中幸子 ・原 山煌編 『東

北ア ジアの歴 史 と社 会』名古屋大学 出版会 、1991年)、 「北海 の交易一 大陸の情勢

と中世蝦 夷 の 動 向一 」(『岩波 講座 ・日本 通 史 、10巻 ・中世4』 岩 波 書 店 、1994

年)等 を基 に しつつ も、それに と どまるこ とな く、 上記の 諸分野の研 究成果 を積

極 的に吸収 しなが ら 「サンタン交易」 をめ ぐる諸 問題 につ いて、 日本 史や 中国 史

の 「辺境 史」 の一つ と してでは な く、 「サ ンタン人」 と呼 ばれた 「ア ムール川下

流 域や樺太 に住 ん でい た人 々を歴 史舞台の 主人公 に据 え」 なが らも、同時 に彼等

「住民 自身の視 点 と周辺国家か らの視点の双方 か ら複眼的 に 『サンタ ン交易』 の

実像」 に迫 ろ うと した ものである。本書の主な内容構成 を示す と次の通 りであ る。

序 章 絹 と毛皮 の交易

第1章

第2章

第3章

第4章

第5章

第6章

第7章

私 は、

サ ンタン人 とサ ンタン交易

サ ンタン交易前史一 古代 ～17世 紀

露 清紛争 とアムールの人々一 悪魔 と呼 ばれ たロシア人

清 朝の統治体制 と辺 民社会一 親密 だった貢納民 と官 吏たち

江 戸幕府の樺太政策 と民族関係一幕府 の公 認 を得 たサ ンタ ン交易

絹 と毛皮の 商品価値

交易 の終焉

日本列 島の北方史に大きな関心を持 ってい るが、そ の関心 のあ り方 は、

日本 史の研究者 と しての関心であるた め、本 書の内容 につ いて著者 の意図す る と

ころを十分 に理解 した うえで評す る ことは も とより不 可能 なので、私 の関心 に沿
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って若 干の感想 ら しき ものを記す に留 めざるをえない こ とを、予めお断 りしてお

きたい。

本書 を通 読 して感 じた こ とは、著者 が 「序章」で記 してい る よ うに、本書 の大

きな特 徴は 、 「サ ンタ ン交 易」の実像 を、 日本の 北方 史の 一部や東 北部の歴 史 の

一 部 として ではな く
、あ くまで も 「サンタ ン人」 と呼ばれ た人 々の視点 か ら迫 ろ

うと してい る点に ある ように思 う。従来の 当該問題 に関す る研 究の多 くは、 日本

史側 か らの研 究は言 うまで もな く、東洋史側 からの研 究 にお いて も、両者 共 に、

い わば著者 がい うところの 「辺境史」の一部 として扱 われて きた。 そのた め であ

ろ うか、従 来の研究 では 「サ ンタン交易」の全体構造 を、そ の交易 を担 った 人々 、

特 に 「サ ン タン人」 と呼ばれた人々の社 会構造や 、彼 等の 民族的特性 を把 握 した

上で理解す る ことは、 なかなか困難で あった よ うに思 う。 この問題 との関 わ りで、

私 が特に大 きな関心を持 ったのは、次の諸点であ る。

先ず第1に 、第1章 で 、18世 紀以降のアムv-.一・ル川流域の諸 民族 は、既 に中国 か ら

渡 った陶器 や漆器 あ るいは金属製の食器 を使い、栗や米 な どの穀類 を常食 とす る

に 至っていた に もかかわ らず 、19世 紀以降彼等を調 査 した ロシアの 民族 学者 た ち

は 、彼等 の社 会を い とも簡単 に狩猟 ・漁撈 ・採 取経 済を基盤 と した原始社 会 と規

定 した、 と指摘 してい る こ とであ る。 この指摘 は、我々が アイヌ社会の歴 史的 変

容 過程 を分析す る場 合に も留意 しなければな らない重要 な指 摘 である よ うに思 う。

第2に 、第5章 で 、かの有名 な樺太 アイヌの 「サンタン人」 との交易に於 け る負

債 の問題 につい て触 れ 、従 来 はその原 因 を、 「サ ンタン人 」が 「奸 智 に富」 ん で

い たの に対 し、ア イヌ は 嘸 知 」・「蒙昧」 であっ た こ とにあ る ご とく理解 す る

傾 向が強 かったが 、 こ うした解釈は 、誤 りで あ り、 ことの本質 は、当時 サ ン タ ン

人が他民族 と交易す る時 に は、商品の前渡 し方式を とって いた ところにあ り、 し

たがって 、 もしアイ ヌがそ の前渡 し商品に対応 する クロテ ンの皮 を支払 え な か っ

た 場合には、 当然 の ことなが ら負債 を背負 い込むこ とにな った こ と、 しか も 、 こ

う したアイヌの負債 を増大 させた背 景に、松前藩がサ ンタン人がアイ ヌに も た ら

す いわゆる 「蝦 夷錦 」を半ば強制的 にアイヌに求めた とい う事情が存在 して い た 、

と指摘 している ことである。

第3に 、第6章 で、サ ンタ ン人を初 め とす るアムール川 下流域の諸 民族 が絹 織 物

を入手す るために清朝 に貢納 した ク ロテ ンの価格 と、 日本側 が樺太 の 白主 で 彼 等

一91-一



か ら絹織 物 を 買い取 る価 格(ク ロテン他の品物 で支払 う)間 には3倍 以 上の 開き

が あ り(日 本の 買い取 り価格 のほ うが安 い)、 その た め、サ ンタ ン人達 は、 この

価 格 の地域 間格差 を利 用 して多大な利益 を上げて いた、 と指摘 してい るこ とであ

る。

以上の諸 点は 日本 史 を研 究す る立場 か ら北方 史 に関心 を持 っている私 自身の個

人的関心に過 ぎな いが、 しか し、この ことは同時 に、著者 も指摘 してい るよ うに、

北 方の先住 民族 は 、 日本 ・中国 ・ロシア とい う周 辺の国 家に様 々な影響 を受 けな

が らも、彼等 はそ うした環境の なかで、ま さに主体 的な生活 を していたので あ り、

したがって 、そ こには、彼等 自身 の独 自な世界 が存在 していた ことを示す重 要な

問題 で もあ る よ うに思 う。本書 は、ま さにこ うした北方先 住民族の独 自の世 界 を

リアルに描 いてい る ところに大 きな特徴が あ り、それだ けに、読者 に新鮮 なイ ン

パ ク トを 与えて くれ る。

ただ、無 い ものね だ りか も しれ ないが、著者 は 、 「サ ンタ ン人」 を 「ウ リチ 民

族」 と規 定す る こ とは間違 いで ある、 としなが らも、他 方で 「今 日の ウ リチ につ

なが る人々 、あるい はその大部分の人 々の祖 先」 と して いるが、 この説明は非常

に分 か りに くい。 本書 には、ギ リヤー ク(現 、 ニ ヴヒ)に 対す るアイ ヌ語呼称 」

で あ る 「ス メ レン クル」や ニ クブ ン、オ ロッコ(現 、 ウイル タ)、 ナーナ イな ど

の民族名 が頻繁 にでて くるが、 これ らの民族 が どの よ うな民族 なのか、 とい う問

題 につい ては殆 ど説 明がないので、 こ うした点 につ いて も う少 し突 っ込んだ説明

を した うえ で、 「サ ンタン入」 とはな にか 、を説 明 してほ しか った、 とい うのが

率直 な感想 で ある。 しか し、本 書 は、近年 とみ に関 心 が高 まって い る 「山丹交

易 」 に関す る内容豊 かな文献 であることは間違 いない。
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